実習の振りかえり（2010年10月25日～10月29日）
静岡赤十字病院研修医　Ｓ．Ｍ．
■10月25日 
	午前
	午後
	夕方～夜

	オリエンテーション
	老健　入浴
	歓迎会


目標

· ケアセンターの提供する診療、保険、介護体制について知る

· 現在の問題を知る
	1 今日できたこと、うまくいったこと
	2 日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	· 入浴介助の声かけ
	· 自分でできることもつい介助しそうになった。

	3 今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	· 少子高齢化が全国より早く到来し、地域でささえあう環境づくりがされた

· 医師確保は難しい

· 老健入所限度3カ月、在宅復帰8割はすごい

· 人は役割、自分が必要とされている実感が大事

	· 施設利用している方の満足度
· 介護予防について

· 在宅支援の具体的内容


■10月26日 
	午前
	午後
	夕方～夜

	老健　ホール
	訪問リハビリ
	在宅に戻った方の訪問

イナビル説明会


目標

· 認知のある老人とのコミュニケーションを積極的にとる
· 在宅で求められるリハビリについて知る

	4 今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	· 前日より積極的に話ができた
· リハビリで一緒に声をかけられた
	· 吉槻は特にさむかった

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	・生活の中で日常のリハビリが大事
· 加齢現象を受け入れるこころ
· 認知障害があっても表情豊かな一面がある

	· リハビリの動機付けをどのようにするか
· 雪に閉ざされる中での生活支援、ADL維持の仕方


■10月27日 
	午前
	午後
	夕方～夜

	デイケア
	出張所外来
	


目標

· デイケアで行われる介護予防の実際について知る
· 出張所の供給と需要の関係を考える
	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	· デイケアで話し相手になる

	· 診察場面では、相手を緊張させてしまい、同行の先生と患者さんが話すという形に結局なってしまった。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	・デイケア利用者のリハビリ希望は強い
・意欲のある方は施設内でもどんどん作業するが、そうでないとただ座っている
・男性利用者も多いと感じた

・診療所が集会所のようになって交流・情報交換の場になっていた

・診療所までみなさん徒歩だった

	・認知症予防について



■10月28日 
	午前
	午後
	夕方～夜

	訪問看護
	訪問診療
	接遇研修、歓迎会


目標

· 訪問看護と診療の役割を学ぶ
	1 今日できたこと、うまくいったこと
	2 今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	· トイレ介助を手伝えた
· 介助者からの話を聞けた
· 他職種から話が聞けた
	· 拘縮のある四肢を血圧測定の際に伸ばす際どの程度の力加減がよいかわからなかった

	3 今の気持ち、感情、気づき
	4 今後学びたい内容・課題

	・医療度より介護度が高い
・家族(介護者)の様子をみることも大事

・笑顔が大事

・「ありがとう」のひとことでがんばれる、患者さんにとっていいことをしていけばいいというお話を聴き、やはり大事なのは基本的なことでだと思った。

	・地域での医師は、診療だけでなく、患者と家族や支援体制、および地域までを俯瞰的にみることが必要

・介護者が犠牲と感じることはどんなときか


■10月29日 
	午前
	午後
	夕方～夜

	居宅
	まとめ
	


目標

· 訪問でサービスが実際に十分活用されているかをみる

· 一週間を振り返る

	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	· デイケアでお会いした方のお宅に訪問し、覚えていただけたことがとてもうれしかった
· 病院から在宅に戻ってこられた方の表情が素敵だった

	とくになし

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	· デイケアを始める話が出た際、とても不安そうだった。年齢関係なく初めてのことは不安でいっぱいなのだと思った
· 家庭環境、家族関係、いろいろな家庭をみれた。つながりが大事。

· 家族に囲まれ、「最高！！」と言っていたのが印象的

	・多くの人と接し、経験を重ねることで自分の価値観に幅を持たせ、成長したい。



一週間というとても短い期間でしたが、いつもとは違った視点から病気、患者さん、地域をみることができました。医師として独り立ちしていく前に人としてのあり方や生き方を考える機会になりました。温かいみなさんに出会えてうれしかったです。ほんとうにありがとうございました。

静岡赤十字病院研修医　Ｓ．Ｍ．
Ｓ先生、お疲れ様でした。最初は緊張された表情でしたが、数日もたつと笑顔が見られ、少し慣れてこられてほっとしていました。病気を治す病院と違い、家族を大切にする医療や介護を見てもらえたのではないでしょうか。病院に入院している患者さんにとって病院はアウェイですが、在宅医療は患者さんのホームに、我々医療者がアウェイ側となって訪問します。その家の家族関係、その家の歴史などを垣間見れたのではないでしょうか。

書いているように、医師としての存在である前に、人としての存在を問われます。コミュニケーション能力が特に問われます。今回の研修が、Ｓ先生にとってたくさんのことをつかんでいただける機会となれば幸いでした。

今後のご活躍を祈っています。（畑野）

